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まえがき

　海外橋梁技術研究部会，架設技術研究分科会は，次の活動目的の下に，

活動を続けて居ります。

　1）海外橋梁の設計・製作・架設に関する諸技術を調査研究する。

　2）海外技術の社会的背景やプロジェクトの進め方について調査研究す
　　　る。

　3）海外技術と国内技術を比較検討し，我国の技術へのフィードバック
　　　と海外物件対応への糧とする。

　研究活動では，具体的な橋梁実例を挙げて研究するものとし，国の内外

に最も話題の多い斜張橋形式に焦点を絞ることと致しました。

研究対象範囲は1980年代に建設された斜張橋とし，以下の諸点に着目して
居ります。

　1）海外の斜張橋の構造特性，設計思想，製作技術と架設技術の関連性，

　　　架設技術そのものなどの概要を把握する。

　2）国内橋梁も含め，架設技術の横断的比較検討を実施し，国内技術と
　　　海外技術の相違点の有無を明らかにする。

　3）海外の斜張橋架設技術の発展性・方向性を推論する。
　4）我国へのフィードバック技術や国内技術の発展の方向性を推測する。

本報告書では、上記の研究目的に添って、第一章にて代表的な海外斜張

橋の橋梁別調査により、その概要を把握する。第二章にては、国内斜張橋

も含めて架設技術を中心とした横断的な比較検討を行った。さらに、第三

章では、まとめとして海外斜張橋の架設技術の発展の方向性を推測しよう

と試みるとともに、我が国の保有技術の長所と海外から学ぶべき技術を明

確にし、今後の目指すべき技術について研究した。

　資料の入手、内容の把握など、不十分ではありますが架設分科会の61～
63年度の成果のまとめといたしました。

　鋼橋技術研究会の皆様の参考になれば幸いです。


